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１．［計画］足切りを回避するための具体的戦略 

（１）計画は過去問 12 年分を１肢も落とさない。（（２）（３）関連を除く） 

計画はＢ、Ｃランク（中・難）を深堀り！ 

→「３．過去問の深堀り術」参照 

（２）「実例」（実例建築物、建築作品、建築史）を捨てない。 

ただし、深追いは禁物。過去問を全て覚える必要はない。 

最初から出題可能性の高いものに絞り、それだけは確実に得点できるようにする。 

→「４．令和９年やまかけ！ 実例厳選 100」参照 

（３）出題傾向を踏まえた学習。前年、前々年はほとんど出題されない。 

出題履歴が一目瞭然の「ＴＡＣ項目別問題集」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）過去問の深堀りで応用力を養う。 

本試験は積極的に過去問の表現を変えてくる。 

上記例題 No.752 の「多数の目」と」No.753 の「多様性」の関係に気付けるような

深堀り、No.754 と No.755 から「放射」と「線形」の比較・対比ができるような深堀

り理解が応用力を養う。 

（５）寸法、数値をゴロ合わせ等を使って正確に覚える。 

寸法、数値の暗記から逃げない。 
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２．知らないと遠回りしてしまう試験問題の読み方 

（１）現在形の設問と過去形の設問の違い 

下の設問において、「70 ㎝×190 ㎝」を覚えても意味がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）設問の前提条件は疑わない 

 出題例 （H2611）（正） 
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 珍しい例外（四会連合協定「建築設計・監理等業務委託契約約款」）（R0718）（誤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）難解な文章の読み方・・・長い文章は、列挙の接続詞の前後を〔 〕で囲む 

 出題例 （H2611）（正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

この〔 〕や下線などが残った状態で問題を解くのも有効。 

いつもきれいな状態で問題を解く場合には「①内容を理解する、覚える」訓練よ

りも「②何が書いてあるかを読み取る」訓練に多くの時間をかけることになる。 

本試験ではもちろん②も不可欠ですが、①も②に負けず劣らず重要。①と②のバ

ランスの問題です。 

（４）「・・・な場合がある。」「・・・なことがある。」は正しい記述 

「・・・な場合がある。」「・・・なことがある。」という記述は、常に正しい。 

なぜなら、例えば「大きくなる場合がある。」とは「小さくなる場合もある。」と等

しいので、「大きくなる場合もあれば、小さくなる場合もある。」という内容であり、

誤った記述にはなり得ません。 

「大きくなる場合がある。」が誤りになるのは、「大きくなる場合は絶対にない」

ときです。出題者の立場で考えれば、「絶対にない」と断言するリスクは避けたいで

すし、「大きくなる場合は絶対にない」ような内容を誤りで出題するならば、単に「大

きくなる。」で誤りとすればよいのです。  
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３．過去問の深堀り術 

（１）ＡＩの活用 

Ｑ：市街地再開発事業における「土地の合理的かつ健全な高度利用」、「都市機能の更

新」とは何ですか？ それぞれ 100 字以内で教えて。 

―――――――――――――――――――――――― 

Ａ（Google Gemini）： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――― 

（２）分からない用語、イメージできないものは徹底的に調べ上げる 

分からない用語はもちろん、（１）の「土地の合理的かつ健全な高度利用」など、

抽象的な表現は具体的なイメージが持てるまで考え、調べ上げる。 

（３）１問１答訓練が深堀りに直結する 

四肢択一だと・・・ 

・分かった錯覚を起こしがち。 

・１肢１肢の確認が雑になりがち。 

・理解が浅くなりがち。 

・肢４を考えている間に、肢１、２、３の誤った記憶が定着されがち。 

（４）表現を変えた問題の比較整理、正肢と誤肢の比較整理が深堀りに直結する 

１問１答の訓練が最適！ ＴＡＣ項目別問題集が最適！ 

（５）過去問の本質は何かを考える。応用力は、過去問の本質の理解から生まれる。 

「なぜそうなるか」を掘り下げる。 

常に「本質は何か？」「ポイントは何か？」「要するに何？」「一言で言うと？」を

考える訓練が応用力を養う。 

易しい年は過去問の繰り返しが多い年ですが、それとは異なる対策が必要です。 

過去問繰り返しの場合は過去問を読み物として繰り返し読んで覚えても効果が出ま

すが、深堀りの出題では「読み物」からの卒業が求められます。 
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（６）過去問は暗記事項の列挙ではなく、思考訓練の場と捉える。 

過去問は答えを覚えるためのものではなく、考える力を鍛えるものという思考の転

換が必要です。 

解説を見る前の思考の深さが、解説を見た瞬間の吸収力を高める。 

間違いに直面したときの驚きと納得感こそが、深い理解と記憶に繋がる。 

直感と違うところがあれば徹底的に調べ、納得できないものはゴロ合わせ等を考

え、次に解いたときに間違えないための対策を立てる。 

（７）問題も解説も１字１句きちんと読む。分からない部分は少なくとも３回は読み直

す。 

 

４．令和９年やまかけ！ 実例厳選 100 

（１）「令和８年やまかけ！実例厳選 92」驚異の的中率！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実例の出題傾向 

・出題数 減少傾向 

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

８問 ５問 ３問 ４問 ５問 ３問 

・易化傾向 

実例建築物の出題量、難度は、令和３年をピークに落ち着いてきています。 

（３）実例の試験対策の方針 

１）過去に繰り返し出題され、かつ、令和８年、令和７年に出題されていないもの 

２）諸方式の先駆や代表例の出題が多い  ｐ７  

諸方式とワンセットで覚えること 

３）解答肢（誤肢）のパターン 

①他の建築物の説明 

②構造種別（ＲＣ造、Ｓ造）の間違い 

③高層・低層の間違い 

 

1. 円覚寺舎利殿 ★ 1. ロビー邸 ★ 1. 旧富岡製糸場西置繭所

2. 石山寺多宝塔 2. シュレーダー邸 ★ 2. 前川自邸

3. 平等院鳳凰堂 2. サヴォア邸 ★ 3. 香川県庁舎旧本館・東館 ※

4. 薬師寺東塔 3. バウハウス校舎 4. アートプラザ ★

4. 法隆寺五重塔 4. バルセロナ・パヴィリオン 4. 倉敷アイビースクエア ★

※ No.17肢３「香川県庁舎旧本館・東館」はＴＡＣ公開模試で新規問題ズバリ的中！

No.２ No.３ No.17

「令和８年やまかけ！実例厳選92」驚異の的中率！

★が令和８年やまかけ！実例厳選92に該当。　網がけは解答肢（誤肢）。
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上記①に関連して、本試験では、初めて見る建築物名であっても、「記述内容は他

の建築物の特徴ではないか？」と応用を効かせることも大事です。 

 

【出題例】 

アスペン美術館（坂茂）は、建築物の中央部にアトリウムがあり、アトリウムに面した

螺旋状のスロープによって、最上階から地上階まで連続した空間となるように計画され

ている。 

（誤）（R0117-4）設問は、ソロモン・グッゲンハイム美術館

（フランク・ロイド・ライト）についての記述である。 
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令和９年度 ＴＡＣ計画テキスト ｐ101 
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令和９年一級建築士学科　恐怖の［計画］足切り回避　　実例やまかけ厳選100

No. 名称
TAC項目別

問題集No.

TAC

ﾃｷｽﾄ
No. 名称

TAC項目別

問題集No.

TAC

ﾃｷｽﾄ

住宅・集合住宅の実例 53 茅野市民館 No.454 P153

1 土浦亀城邸 No.180 P83 54 出雲ドーム No.460 P154

2 立体最小限住宅 No.180 P83 新都市建設・ニュータウンの実例等

3 増沢洵邸 No.184・185 P84 55 パリのヴォワザン計画 No.740・741 P262

4 斎藤助教授の家 No.186・187 P84 56 キャンベラ No.780 P272

5 スカイハウス No.189・190 P84 57 チャンディガール No.781・782 P272

6 から傘の家 No.192 P85 58 ブラジリア No.783・784 P272

7 軽井沢の家 No.185 P85 59 川越一番街 No.796・797 P275

8 正面のない家(Ｎ氏邸) No.192 P85 60 富山市 No.799・800 P275

9 塔の家 No.193 P86 61 ドックランズ再開発計画 No.811・812 P277

10 まつかわぼっくす No.194・195 P86 62 ポツダム広場再開発計画 No.813 P277

11 原広司邸 No.196 P86 63 ラバル遊歩道 No.812・961 P278

12 シルバーハット No.198・199 P87 日本建築史

13 イームズ自邸 No.210・211 P89 64 園城寺光浄院客殿 No.822・823 P282

14 ファンズワース邸 No.212 P90 65 妙喜庵待庵 No.824・825 P282

15 ゲーリー自邸 No.216 P90 66 如庵 No.826 P282

16 同潤会江戸川アパート No.217 P91 67 孤篷庵忘筌 No.827 P282

17 公営住宅標準設計51Ｃ型 No.218 P91 68 伊勢神宮 No.838～842 P287

18 泉北ニュータウン No.222 P92 69 住吉大社 No.847 P288

19 代官山ヒルサイドテラス No.223・224 P92 70 春日大社 No.848・849 P288

20 桜台コートビレッジ No.225 P92 71 賀茂別雷神社 No.850 P289

21 広島基町団地 No.226・227 P92 72 宇佐神宮 No.851 P289

22 茨城県営六番池アパート No.228・241 P92 73 三仏寺投入堂 No.861 P293

23 タウンハウス諏訪 No.268 P93 74 東大寺南大門 No.966 P294

24 六甲の集合住宅 No.229 P93 75 浄土寺浄土堂 No.862 P294

25 プロムナード多摩中央 No.230 P94 76 鹿苑寺舎利殿 No.868 P295

26 ネクサスワールド香椎 No.231・232 P94 西洋建築史

27 Ｍポート No.233 P95 77 サン・マルコ No.877・878 P300

28 コモンシティ星田 No.234・235 P95 78 コルドバ大モスク No.881 P300

29 茨城県営松代団地 No.240・241 P95 79 ピサ大聖堂 No.882・883 P301

30 熊本県営竜蛇平団地 No.242・243 P95 80 ヴォルムス大聖堂 No.885・886 P301

31 幕張ベイタウン No.244～246 P95 81 ノートル・ダム大聖堂 No.887・893 P303

32 インナートリッププラザ神山町 No.－ P95 82 アミアン大聖堂 No.888・892 P303

33 世田谷区深沢住宅 No.249～251 P96 83 フィレンツェ大聖堂 No.889・890 P304

34 岐阜県営住宅ハイタウン北方－南ブロック No.252・253 P96 84 サン・ピエトロ大聖堂 No.892・893 P305

35 東雲キャナルコート No.254～257 P97 85 ヴェルサイユ宮殿 No.896 P305

36 かんかん森 No.258 P97 近代建築史

37 SHARE yaraicho No.260 P97 86 レッド・ハウス No.968 P309

38 ユニテ・ダビタシオン No.264・265 P98 87 タッセル邸 No.899～901 P310

公共建築の実例 88 ウィーン郵便貯金局 No.902 P310

39 公立はこだて未来大学 No.410 P142 歴史的建造物の保存、改修、再生、活用

40 金沢市立玉川図書館 No.414 P143 89 横浜赤レンガ倉庫 No.923 P317

41 国立国会図書館関西館 No.417・418 P144 90 門司港レトロ地区 No.924 P317

42 フランス国立図書館 No.422～424 P145 91 サッポロファクトリー No.927・928 P318

43 海の博物館 No.429・430 P146 92 りえんと多摩平 No.937 P319

44 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 No.431 P146 93 求道學舎 No.938・939 P319

45 ポーラ美術館 No.433 P147 94 金沢市民芸術村 No.941 P320

46 金沢21世紀美術館 No.434・435 P148 95 目黒区総合庁舎 No.942 P320

47 京都市京セラ美術館 No.437 P148 96 オルセー美術館 No.951・952 P321

48 ビルバオ・グッゲンハイム美術館 No.438 P149 97 テイト・モダン No.953～955 P322

49 ロサンゼルス現代美術館 No.439 P149 98 リンゴット工場再開発 No.956～958 P322

50 ニューヨーク近代美術館 No.441 P150 99 カステルヴェッキオ美術館 No.959・960 P322

51 水戸芸術館 No.445 P151 100 ハイライン No.961～963 P322

52 せんだいメディアテーク No.453・454 P152
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５．実例に関する重大発表 

 

６．講座案内 

（１）総合学科本科生 井澤 Plus（オンラインライブクラス） 

まだまだ追っかけ可能です！ 

本講義とあわせて活用していただくとさらに有効です。 

（２）総合学科本科生（本講義スタート！） 

この秋から始める方にとってのベストを追求しカリキュラムを大改訂！ 

毎週の問題ノルマ数を去年の 75%に低減、働きながらでも無理なく学習を進められ

ます！ 

10/25(日) オンラインライブクラス、新宿校、八重洲校 

10/29(木) Web 通信講座 

10/31(土) 水道橋校、渋谷校、京都校 

11/1(日)  池袋校、名古屋校、梅田校、なんば校、広島校、横浜校、大宮校、 

津田沼校、福岡校 

（３）学科本科生（オンラインライブクラス。佐藤博子先生） 

2027 年 1/10(日) 

（４）15 分 Web本科生（佐藤博子先生） 

2027 年 3/3(水) Web 配信開始 

（５）上級学科本科生（大屋喜嗣先生） 

2027 年 4/3(土) 新宿校からオンラインライブ同時配信 

★早割キャンペーン第３弾 10/1(木)～10/31(土) 

55,000 円ＯＦＦ 

早期学習特典  ①力学基礎講義（Web 配信） 

②Web トレーニング（先行提供 2026 年度版） 

ともに申込後すぐに学習できます！ 

★学科乗り換え割引（期間制限なし） 

一級学科対策コース 通常受講料から 30％割引！ 

（※乗り換えは同一級に限ります） 

他校で建築士の学習経験がある方にうれしい制度です。 

この機会にＴＡＣに乗り換えてみては？ 

https://www.tac-

school.co.jp/kouza_kenchiku/kenchiku_rsn_seido_02.html#waribiki4 

以上 

学科乗り換え割引 

https://www.tac-school.co.jp/kouza_kenchiku/kenchiku_rsn_seido_02.html#waribiki4
https://www.tac-school.co.jp/kouza_kenchiku/kenchiku_rsn_seido_02.html#waribiki4

